
 

 

 
Spring has come！ いよいよ春到来ですね。 
 
新学期を迎えた人、進学した人など、環境が変わった人が 
たくさんいらっしゃることと思います。 
そんな新しい環境の中で初めてのことに出会って、戸惑って 
いる人もいるのではないでしょうか？ 
 
なので、今回のもくほん！は、様々な『初めて』を大特集！ 
 
一度しかない、様々な『初めて』を楽しんで過ごすのも、 
いいかもしれませんよ。 

 それでは『もくほん！ 』はじまります！ 
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『バスを降りたら』 

眞島 めいり／著 

PHP研究所 

 

通学のバスの中で見かけるあの人みたいになり 

たい… 

同じ中学の受験に<合格した>奈鶴と、 

<落ちた>律。 

バスを降りたふたりは、新たな一歩を踏み出し… 

名前も知らない男女の視点で描く青春成長物語。 

 

『小さなまちの奇跡の図書館』 

猪谷 千香／著 

筑摩書房 

鹿児島県指宿
いぶすき

市のさびれつつあった図書館を日本

で最も注目を集める施設にしたのは、いちユーザーに

過ぎなかった地元女性たちだった。人々をつなぐ奇跡

の図書館ができるまでの物語を紹介する。 
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『いちばんわかりやすい 

ミシンの基礎BOOK』 

野木 陽子／監修 
成美堂出版 

スカートやキャミソールなどの作品を
楽しくつくりながら、基本の縫い方が
一通りマスターできる本。 
順を追って、わかりやすく写真で紹介
するので初心者でも安心。縫う前の準
備や、基本&応用テクニックも説明し
ます。 
裁縫なんて、授業でしかやったことが
ない…という人もこの本に沿ってやれ
ばきっと素敵な作品が 
縫えるはずです。 
裁縫、始めてみませんか？ 
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『ハンドメイドアクセサリー 

はじめてブック』 

学研プラス 

プラ板、レジン、マニキュアフラワー、
布花、粘土… 様々な素材で作るアク
セサリーの入門書です。 
道具や材料の使い方から、アクセサリ
ーの基本のしくみまで、写真とイラスト
でしっかり解説。巻末・ジャケット裏・
見返しに図案もある、親切な一冊で
す。 なかなか自分好みのアクセサリ
ーに出会えない、そんな人は自作して
みてはいかが？ 
自分のためだけのアクセ 
サリー作りを始めてみるの 
もいいかもしれませんよ。 
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『無料ではじめる Blender 

CG アニメーションテクニック 

3DCG の構造と動かし方がしっかりわかる』 

大澤 龍一／著 
技術評論社 

オープンソース（誰でも無償で利用できるソフ
トウェアのことであり、改変や再配布も自由に許可さ

れているものなどの意）の 3DCG制作ソフト
「Blender」を使ったアニメーション制
作を、キャラクターを動かすことを通じ
て習得できる本です。 
「エフェクト」の扱い方、「モデリング」
の基本操作なども紹介！ 
3D はまだやったことがない 
という人は、チャレンジして 
みては！？ 
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人生初のひとり暮らしをするための、
物件の見つけ方やお得な引越し術、
家事の基本をイラストや図、表を使っ
てわかりやすく解説。 
「ひとり暮らしってなにをしておけば
安心なんだろう…」なんて不安になっ
た時に読みたい一冊。実用的な内容
の、頼れる本です。 
見落としがちな注意点、トラブルや、
もしものケースへの対処法について
も書いてありますので、不安な時に 
ぜひ活用してください！ 

『はじめてのひとり暮らし安心ガイド』 

造事務所／編 
メディアパル 
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音階をマスターしながら、音を聞きわ
ける力、音を再現する力を身につける
ためのレッスンを紹介。1人でもでき
るハモりの練習も掲載する。 
吹奏楽部、合唱部、軽音部などの音
楽系部活動や趣味でDTMを始めよ
うとしている人にもオススメの一冊。 
歌唱力の向上にも！ 

『相対音感を磨くはじめての 

音感トレーニング 

「聴く&声に出す」で身につく! 

レッスン用音声データ付き コツがわかる本』 

進藤 克己／著 
メイツユニバーサルコンテンツ 

760.7 
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『こころに効く小説の書き方』 

三田 誠広／著 
光文社 

「天気の好い日は小説を書こう」
「深くておいしい小説の書き方」
「書く前に読もう超明解文学史」な
ど小説作法の権威である著者が、
小説を書くために必要な知識と、必
要な努力のための指針をわかりや
すく具体的に説明してくれている本
です。 
小説を書こうと思っても、どう書いた
らいいかわからなくて手が止まって
しまう人にぜひ読んで 
ほしい一冊です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春は様々な変化が訪れる季節。 
今回は、その中でも『初めて』に焦点を当てて特集してみましたが、いかがで
したでしょうか？ 
他にも様々な『はじめて』の本や『一番最初に読む』本がジャンルごとにある
と思います。 
『こんな初めてを扱った本があるよ！』というオススメがある人は、ぜひ
TEENS ノートに書きこんで教えてくださいね。イラストの投稿も大歓迎です！ 
 

ではでは、また。次回『もくほん！』もお楽しみに！！ 

『ハーレムの闘う本屋 ルイス・ミショーの生涯』 

空色勾玉 

荻原 規子／作 

徳間書店 オ 

 

この作品は、勾玉三部作の

最初の巻。 

穴 ルイス・サッカー／著 

幸田 敦子／訳   

講談社 サ 

 

読んで、とても楽しかったです♡ 

小学生の皆様、よんでね！ 

P.N しおんママさん 

 

 

ヴォーンダ・ミショー・ネルソン／著 あすなろ書房 

逆境からにいる人物が、なにを考え、なにに希望を持ち、なにを成し遂げたのか― 

これは、米ハーレムの書店の店主、ルイス・ミショーの伝記です。奴隷制度廃止後も、

人種差別が合法化されていた当時のアメリカにおいて、少年時代のルイスは正規の

教育を受けることができず、生きるために盗みをした過去も記されています。現状を

変えるには、黒人が自分たちについてなにも知らないことに一因があると考えたルイ

スは、黒人が書いた、黒人についての本だけを売る店を開きました。 

本書には、同時代を生きた黒人の英雄たち－マルコム X、キング牧師、モハメド・アリ

らも登場します。2020年のジョージ・フロイド氏の死と、ブラック・ライブズ・マター運

動は我々の記憶に新しく、人権問題は黒人とアメリカだけの問題ではないことも痛感

する機会になりました。 

 最後に、もっとも印象深かった一節、白人の学生の質問に答えたルイスの言葉をご

紹介。「あんたたちはいつだって、『わたしたち』になにができるか、と言うが、それじゃ

あだめだ。大事なのは、1人の人間として、『きみ』がなにをするかだ」 

P.N. しま 
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P.N SAさん 

 

 


